セイカイ デ ヨマレル ショモツタチ by unknown
長い歴史のなかで、書物はそれぞれの場所で読まれ、育まれ、わたしたちの文化を支えてきました。現在、世界中で読まれる本があるいっぽう、わたしたちがまだまだ知らない、それぞれの国や地域で読まれている本があります。どんな書物が読まれ、語り継 れてい のか。歴史と現在をつなぐ世界の書物たちを、これからはばたく外大生にお届けします。
世界で読まれる書物たち
U
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世界で読まれる書物たち
文学作品は、その時々に社会で起きるさまざまな出来事を映し出す。一方、世代
から世代へと口承で伝わる物語は、その地方の伝統、民間信仰や地名の由来について、仕事を終えた夜、大人たちが幼い子どもたちに語るものである。
私は幼いころ、カンボジアの昔話はもちろん白雪姫も母に読んでもらった。家に
は他にも、インドの物語、千夜一夜物語、経済の書物もあり、読書は身の回りを遠く離れた外の世界を知る助けとなった。学校に通っている間は教科書が中心にながちだが、私はシェークスピアをはじめとす の翻訳を読んでいた。読書によって、いろいろな分野の学問の基礎 なる知識を広げることができた。
カンボジアの学生は、古典として 韻文で書かれた悲恋物語『トム・ティアウ』
や、移り気なカーカイ妃の物語 カンボジア版『ラーマーヤナ』である『リアムケー』 サンスクリット語から直接翻訳された『ヒトーパデーシャ』や 継母に実母を殺された少女
が不思議な力に助けられる『モラナミアダー
（母亡き子）
』を読む。
カンボジア語を学ぶ学生には、次の小説と民話を読んでほしい。小説によって政
治や社会 、民話
（とくに、妻に助けられるコン・ヒアン、夢ばかり追う籠網男、頓
智で冒険を切り抜けるトネンチェイ）
によって、自然の恵みに
頼って暮らす農村の習慣や生活を知ることができるからである。おすすめする小説は以下の作品であ 。ルム・クン『ソパート』
（一九三八年）
、ニョク・タエム『パイリンのばら』
（一九四三年） 、スオン・ソルン『新しい太陽が古い大地に上る』
（一九六一年）
、ヌー・ハーイ『萎れた花』
（一九四七年）
、
『心の花輪』
（一九七二年）
。
ヌー・ハーイ『萎れた花・心の花輪』
岡田知子編訳
公益財団法人大同生命国際文化基金
2015 年
バン・ソバタナ
Van Sovathana
世界言語社会教育センター特任教授
上田広美 訳
カンボジアの学生が読む本
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イタリアの文化は極めて複雑だ。長い歴史をもち、共和制、法学、工学、芸術、金融、
財政など多くの西洋の制度や学問の起源に関わっているだけでなく、フランスのパリやイギリスのロンドンのような一つの中心が存在し、同質の文化を有するとは言いがたいからである。イタリアとは伝統と独特の感性をもつ文化のパズルである。イタリアとは複数である。文化は単一でな 多様であり、多くの重要な中心都市、すなわちナポリ、ローマ、フィレンツェ、ボローニャ、フェラーラ マントヴァ、ヴェニス トリエステ、ミラノ、ジェノヴァ、トリノを拠りどころにしている。それぞれに伝統をもち 作家や学者を抱え、文化的繁栄の時代がある。一八世紀にヴィーコやゲーテが訪れたナポリ。ズヴェーヴォ、ジョイスといった二〇世紀初頭のトリエステ。トリノには一九世紀末、アミーチ 、ロンブローゾ、ニーチェもいた。一九六〇年代にはアルテ・ポー ェラがいる。ルネサンス
期のフェラーラとマントヴァにはアルベルティやマンテーニャ、二〇世紀にはキリコ
の形而上絵画でも名を馳せる。ミラ はヴェルディやマンゾーニなどのロマン派 スカピリアトゥーラ派、未来派 ォンタナのネオ・アヴァ ギャルドなどが存在した近代イタリアの核である。ジェノヴァは中世以来通商と金融の要衝
（ドーリア、コロンブスの名
を挙げよう）
、ヴェニスの街は豊かで、中世からナポレオン期まで名高い。そこにマルコ・
ポーロ、ジョルジオ ネ、ティツィアーノ、ヴィヴァルディ、カサノヴァ、フォスコロ、デューラー、ルソーがいた。そしてローマ フィレンツェがある。
こうした多様性を表わす本を果たして選ぶことができるだろうか？
　 もちろん不可
能だ。我々はいつまでもダンテやレオナルドなど「ナショナルな」天才達に固執したくない。そこで私は、イタ 全体を統一的に表象する作者や作品を探すよ まさにこうした都市ごとの断片的な状況を自ら
の問題とした作家に言及すべきだというこ
ロベルト・テッローシ
Roberto Terrosi
世界言語社会教育センター特任教授
倉畑雄太 訳
イタリアの理解のために
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とを思いついた。実際、多様性とは豊かさの一形態だが、ある時代には政治的・軍事的な弱みにもなる。ルネサンス期イタリアがフランス軍によって、あるいはチャールズ五世の帝国 より攻撃されたという事例がそれだ。イタリアは美しく豊かだったが、脆弱であった。やがて脆弱 が美しさや豊かさを蝕み、 を従属国に変容させた。このこ は、今日の社会を考えるうえで特に重要だ。というのも、いまヨーロッパ全体が、グローバル化した世界においてルネサンス期イタリアと同じ状況にあるからである。ＥＵとしてのヨーロッパは、今なお世界で最も豊かな土地 政治的・軍事的に非常に り服従と困窮の危機にさら れている。
　 こうした理由から、ルネサンス期に書かれた粗野で知的な短いエッセイを勧めたい。
マキャベリの『君主論』は、大きな国民 家 脅威にさらされている富める小国の脆弱さの問題解決を試みる。マキャベリは、強く組織化され中
央集権化した政治組織、つ
まり近代国家の必要性を認識していた。 の強靭な国家こそが国民、その幸福、安全、
財産を守ることのできる唯一の構造である。他の論理や原理が国民生活にはびこるところでは、危機や搾取、征服が行われる。また、強い指導者だけが人々をまとめることができるとマキャベリは信じてい が、これは誤謬により危機的な結果を招いた。ムッソリーニがそうだ。だがマキャベリは、あらゆ 暴政に反対し共和制の美徳を肯定していた
　 グローバリゼーションという危険な力学の脅威から民主政治を保護す
るために、我々は未だ共和制による国民の保護と国民道 必要としている。この意味で、マキャベリはイタリアを理解するために、また世界にとって今もなお有効である。
NICCOLÒ MACHIAVELLI
Il principe
Insolitolibro, 2014.
（マキアヴェッリ『君主論』
河島英昭訳、岩波文庫、1998年）
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「書を読め、さすれば導くことができる、読まなければ誰かに操られる
（
L
ee y 
conducirás, no leas y serás conducido ） 」
―
一六世紀にサンタ・テレサ・デ・ヘススはそ
のように言った。考えることを学ぶ必要性、おのおのが選ぶ読み物に基づいた情報が与える自由を示唆している。読めば自分の人生を導くこと でき、読めば何を言われているか分析できるようになり、すべてのものを鵜呑みにすることはなくなるだろう。読書をすれば自分自身、世界、人々……たくさんのことについて学ぶことができる。もし しなければ、あなたの心は開かれず、たやすく他人に操られるようなり、そし あなた 人生は誰かに奪われていく。以上 私のテレサの言葉の解釈であるが、あなたがたはどうお考えだろ か。
いつの時代においても、若者は読書をあまりしないと言われてきた。しかし大規模
な書店や大手出版社によって公表さ
れた統計は異なる結果を示す。まず目を引くの
は、男子より女子のほうが読書をしているということ 新し 別のデータ は 若者はデジタル書籍を読む を好んでいるという。それゆえ電子書籍、
e-B
ooks
の売り上
げが増加、購入者の八一パーセント 一四歳〜二四歳とい また
e-B
ooks
の読者の
うち八三パーセントが大学生であり
1、最も高いパーセンテージを誇っている。
しかし、どのような本が好まれるのだろう？
「ブルー・ジーンズっていいわよね」
―
読書をするかどうか、また何を読んでい
るのかについて若いお嬢さんに聞くとこう答えてくれ 。ブルー・ジーンズ は『
E
l 
C
lub de los incom
prendidos : conociendo a R
aúl （理解されないものたち）
』シリーズで多く
の本を売り上げるフランシスコ・デ・パウラのペンネーム。彼は若者について、また若者の関心について熟知しているため若い世代から支持され のだ。
コンチャ・モレノ
Concha Moreno
世界言語社会教育センター特任教授
太田悠香 訳
久野量一 監修
スペインの若者は何を読むのか
？
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ラウラ・ガジェゴは二一歳のとき『
Finis m
undi （この世のおわり）
』（松下直弘訳、偕
成社、二〇一〇年）
という作品で執筆を始めた若い女性作家だ。これは歴史ファンタ
ジー小説で、彼女が作家人生を通じて書き続けているジャンルでもある。ラウラは同じくファンタジーやＳＦ小説も手がけており、その中で登場人物は自分自身のこと、つまり自分の抱いている恐れ、懐疑、愛について語る。たとえば『
E
l valle de los lobos
（オオカミたちの谷）
』（未邦訳）
を読んで確かめてみてはどうだろうか。
国境を越え、日本にまでやって来ようとしている奇才がマリア・ドゥエニャスだ。
彼女の本、 『
E
l tiem
po entre costuras （縫い目のあいだの時間）
』は二五の言語に訳され、
テレビドラマもヒットした。
キューバのレオナルド・パドゥーラを最後に。私は二年前の夏、 『
Pasado perfecto （完
璧なる過去）
』（未邦訳）
を読んで彼を知った。パドゥーラは基本的にはギャング小説、
なかでも推理ものを書くのだが、面白いのは探偵役マリオ・コンデの謎解きだけではなく、彼が愛し、非常に批判的な見解を示す土地、つまり現代のハバナやキューバに私たちを連れて行ってくれるような雰囲気も魅力的なのだ。
　 最後にインターネットで出回っている、とても有名で皮肉め
た格言で終わらせていただこう。 「読書は無知を著しく損う
（
L
eer 
perjudica gravem
ente la ignorancia ）」と。
1カスティーリャ・ラ・マンチャ大学、サンティアゴ・ユベロ教授の研究より
BLUE JEANS
El club de los incomprendidos : conociendo a Raúl, 
editorial Planeta, 2013.
（未邦訳）
LAURA GALLEGO
El valle de los lobos,
editorial SM, 2002.
（未邦訳）
MARÍA DUEÑAS
El tiempo entre costuras
editorial Temas de hoy, 2009.
（未邦訳）
T1603027／Pieria(2016)春.indd   41 2016/03/17   15:42:24
42
一九二〇年代のソウルを舞台にした長編小説。家門と家産を唯一の理念とする祖父
が謎の死を迎える。ハムレットのように優柔不断でありながらも、注意深い観察者の孫により、祖父の死に隠された醜聞と陰謀がベールを脱ぐ。推理小説として読むこともできるが、作者は植民地の歪んだ生き方を鋭く捉え、世代間の理念葛藤に目を向ける。この点はツルゲーネフの『父と子』の影響が感じられるところでもある。
物語は、相続争いの奥底を穿
ほじく
り返すことで、現実とその矛盾に迫る。父はキリスト
教徒になり、いち早く近代文明を受け入れたが、今は放蕩 陥り 相続に対して貪欲な姿勢をみせる。父は一九一九年の独立運動に参加したが、挫折と絶望の中で、日々もがき続ける自らの世代を語る。世の中がどうあれ、一門 存続だけ願う祖父はそんな父を拒む。相続人として指名されるのは、日本に留学中の、将来植民地の官僚か法律家になるはずの孫であった。果たして事態 祖父
の望み通りになるのだろうか。
　 孫の世代はマルクス主義という新たな理念に取り付いていた。彼らに相続とは異な
るお金が渡ることで、もう一つの争いが勃発す 。それはある革命組織 秘密資金で
あり、内紛が起きると、主人公の孫は警察から資金提供者として疑われる。彼はシンパではありながらも、活動とは距離があり、身を引く そして祖父の血を受け継ぐ者として、疑念を抱いたまま遺志に従うことになる。
作者は軽率な非難も偽りの希望も描くことなく、欲望の渦
と事件の行方を冷静に見続ける。作者こそ恐 べき現実主義者であった。近代韓国の生々しい歴史やあの時代 生きた人々の深い心情を知りたい人には、是非とも一読を薦めたい。
チェ・テウォン
崔 泰源
世界言語社会教育センター特任准教授
염상섭
『삼대三代』1931年
（廉想渉『三代』白川豊訳、
平凡社、2012年）
近代韓国の歴史と心情
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愛とは道を導けるものであり、迷わせるものでもある。最近、タイの読者を揺さぶ
る愛をテーマにした小説二作品が大きな反響を呼んだ。 『さよならを待つふたりのために』の主人公ヘイゼルは癌患者で死の恐怖に怯え、無味乾燥な生き方 してい 。ある日、癌患者のためのサポートグループに出席し楽観的なオーガスタス
（ニックネームはガス）
に出会う。この出会いによりヘイゼルの人
生観が変わり、希望が生まれた。しかしガスは、右足切断の原因となった癌が再発し、全身に転移し寿命が差し迫っているとヘイゼルに伝える。しかしガスは、ヘイゼルへの愛情で人生が満たされたと告白するのだ。人生には限られ 時間しかなくても、愛によって生き甲斐が十分にもたらされると私は感じた。『迷路の中の盲目のミミズ』は、チャーリ ヤー、チャーリカー、そして男仲間のプラーンという三人の孤児の三角関係を描き、二〇一五年東南アジア文学賞を受賞た。三人と 幼少
から同じ境遇を過ごし共に成長していたが、青年期になると、互い
に愛に惑わされていく。
 チャーリーヤーは幼いころから常に愛を求め、自殺未遂す
るほどに愛を探し続けた。チャーリカーは小説のような恋愛を求めていたが、現実はうまくいかずに悩み、プラーンと情事を重ねてしまった。愛を求めているプラーンは本命のチャ リーヤーとも情事を重ね が、彼女の元恋人が戻った際、チャーリーヤ から恋愛関係にな ことを拒まれた。プラーンは失意のうちに、彼女らのもとから離れ、放浪した末に死んでしまう。
愛ゆえに生きるか、愛ゆえに死ぬか。我々は道を導く愛、迷わ
せる愛どち を選択する
 のか。これらの作品に熟考させられる。
コースィット・ティップティエンポン
Ã¬··¡¥ÍÁ¸¥¤¡¬Í
大学院総合国際学研究院　言語文化部門（タイ文学・文化）講師
°®Í¦¸,µª´µ¨,
Á¤¦·¦Í¡¬Í­»ª¦¦Â¨
­Îµ´¡·¤¡Í¨µ­Â°ÍÍ, 2014.
（ジョン・グリーン
『さよならを待つふたりのために』
金原瑞人・竹内茜訳、岩波書店、2013年）
ª¸¦¡¦··¦³£µ,Å­ÊÁº°µ°ÄÁµª,¤·, 2013.
（ウィーラポーン・ニティプラパー
『迷路の中の盲目のミミズ』未邦訳）
タイ
の
読者
が
触れている若者の愛
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スペイン語科 3年　男性
Don Quijote de la
Mancha
Miguel de Cervantes, 1605
（セルバンテス『ドン・キホーテ』）
ほかにガルシア＝マルケス『百年の
孤独』など
日本文学科 4年　女性
羅生門
芥川龍之介、1915
ほかに『竹取物語』など
広報・コーポレート
コミュニケーション学部　女性
Argonauts 
of the Western Pacifi c
Bronisław Malinowski, 1922
（マリノウスキ『西太平洋の遠洋航海者』）
ほかにフレイザー『金枝篇』など
社会科学専攻 3年　女性
La Généalogie de la morale
Friedrich Nietzsche, 1887
（ニーチェ『道徳の系譜』）
ほかに『聖書』など
????
??
????????
エジプト
フランス
（竹取物語は）
アラブにすこし
似た神話がある
?
???
?
?
?
????
?
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作者は
70年近くも前に
監視社会のことが
わかっていた
経済学部 1年　男性
Le capital 
au XXIème siècle
Thomas Piketty, 2013
（ピケティ『21世紀の資本』）
ほかにモリエール『人間ぎらい』
など
環境科学部 2年　男性
Nineteen Eighty-Four
George Orwell, 1949
（オーウェル『1984』）
大学院デザイン学部　女性
Il Barone 
Rampante
Italo Calvino, 1957
（カルヴィーノ
『木のぼり男爵』）
物理学部 6年　男性
γϔϒϝτύϒϔϗϊόω
ρϔϑωϕϖιωϐόϑχϗϡύ1929
（ヘミングウェイ『武器よさらば』）
ほかにキイス『アルジャーノンに花束を』など
日本語学部 3年　男性
A Wild Sheep Chase
Haruki Murakami, 1982 
（村上『羊をめぐる冒険』）ロシア
フランス
オーストラリア
スイス
日本語としては
易しいが
難しい内容
比喩とユーモア。
想像力はどこまで
広げられる？
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